


「私の愛する一点展」１５周年（1000 点突破）記念

もう一度見たい逢いたい一点展

当館の恒例となった「私の愛する一点展」。もとを辿れば、文字
通り、友の会の方々の愛着のある作品を一点だけ持ち寄って展
覧会をしよう、という単純素朴な呼掛けで始まった企画でした。
初回の出展作品数は 60 点。好評の追い風を受けて、2 回目が開
催されてからは毎年の恒例イベントとしてすっかり定着しまし
た。
それが回を重ね、15 回展のとき、それまでの出展作品を全て数
えてみたら、なんと 1,000 点を超えていたのです。いつのまに
か「宝の山」ができていたのです。その山をもう一度掘り返し
てみたくなりました。
一つ一つがだれかの愛情物語。順位付けをしようなどというつ
もりはなく、心に残る逸品、忘れられない、是非もう一度見て
みたい、そんな作品を選び出す作業をしてみたく思いました。
となれば、我が友の会には錚々たる顔ぶれが揃っています。と
りわけ幹事の方々には名うての眼利き、名だたるコレクターが。
というわけで、僭越ながら私から幹事会に依頼し選者を決めて
いただきました。その結果、選者は
後藤洋明さん、中村徹さん、浅田正春さん、梅野亮さん、芝野
敬通さん、御子柴大三さん、西澤賢史さん、大竹永明さん　と
いう顔ぶれ。この８名の方々にお願いすることになりました。
推された作品は１６回展の会期中、絵画館の中展示室に飾りま
す。また１５年間 1,047 点作品一覧もパネルに表にして提示し
ます。第１５回を終え、出品作が 1,000 点を超えた記念のイベ
ントです。楽しんで見て下さい。

                                  （東御市梅野記念絵画館館長　　佐藤　修）

※掲載されている写真は、今回選定された全ての作品です。
　都合により出品されないものも含まれています。

※複数の方から選ばれた作品は「白痴」、「奥嵯峨風景」、
　「髑髏に手を組む自画像」、「秋の花」、「こわい帰り道」です。


